
商業簿記Ⅱ
【第６回】
テーマ２

商品売買の会計処理②
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１．商品売買の⼀連の仕訳を書き出してみよう(P30〜50 ）
＜仕訳例2-3・2-4＞P46

下記の商品売買取引について、⑴三分法の場合と⑵売上原価対⽴法の場合で仕
訳を記帳し、財務諸表を作成しなさい。

【期中の取引】（全て現⾦取引とする）
①前期繰越商品30,000（原価＠5,000円 数量６個）
② 仕⼊⾼100,000 （原価＠5,000円 数量20個）
③ 売上⾼120,000 （売価＠7,500円 数量16個）

【期末の決算整理事項】
④ 期末商品帳簿棚卸⾼50,000円（原価＠5,000円 数量10個）
⑤ 期末商品実地棚卸⾼：実地数量９個→棚卸減耗損

 正味売却価額は市場調査により＠4,800円と算定→商品評価損？円
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会計処理⽅法
三分法の仕訳 売上原価対⽴法の仕訳

借 ⽅ 貸 ⽅ 借 ⽅ 貸 ⽅

１.期⾸の
①再振替仕訳

２.期中仕訳
②仕⼊れたとき
③販売したとき

３.期末の
決算整理仕訳
④売上原価算定
⑤期末商品評価
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＜仕訳例2-3・2-4＞P46

下記の商品売買取引について、⑴三分法の場合と⑵売上原価対⽴法の場合で
仕訳を記帳し、財務諸表を作成しなさい。
【期末の決算整理事項】
④ 期末商品帳簿棚卸⾼50,000円（原価＠5,000円 数量10個）
⑤ 期末商品実地棚卸⾼：実地数量９個→棚卸減耗損
正味売却価額は市場調査により＠4,800円と算定→商品評価損？円

２．期末商品の評価の会計処理(P44〜46  ）

＜BOX図を書いて計算する⽅法＞

在庫で問題となる点
①数量は本当にあるのか？（数量⾯）
②本当にその分の価値はあるのか？（価格⾯） 帳簿数量

個
実地数量
個



＜上記仕訳例の⾦額の集計する＞
T勘定（総勘定元帳）を使って「仕訳①〜③までの⾦額」を集計してみてください。

２．仕訳の⾦額を集計してみよう(P30〜47）
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仕 ⼊ 売 上 繰越商品

⑴三分法の仕訳を集計（設例２−１を参照）

決算整理「前」残高試算表（一部）
× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

繰 越 商 品

仕 入

売 上

３．決算整理に⼊る前に試算表を作成してみよう

棚卸減耗損

商品評価損
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３．決算整理仕訳の⾦額を総勘定元帳に集計して、再度、試算表を作成してみよう
決算整理「後」残高試算表（一部）

× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

繰 越 商 品

仕 入

売 上

棚 卸 減 耗 損

商 品 評 価 損

４．決算整理後試算表から財務諸表を作成してみよう（ここが簿記のゴール！）
⑴表⽰区分について（P49）

損益計算書の表⽰区分

商品評価損

棚卸減耗損（原価性あり）

テキストで調べて埋めてください。



損益計算書（一部） 単位：千円

Ⅰ売 上 高 （      ）

Ⅱ売 上 原 価
１．期首商品棚卸高 （    ）

２．当期商品仕入高 （  ）

計 （  ）

３．期末商品棚卸高 （  ）

差 引 （  ）

４．（ ） （  ）

５．（ ） （  ） （ ）

売上総利益 （    ）

Ⅲ販売費及び一般管理費

１．（ ） （  ）

５．財務諸表を作成してみよう(P50）

貸借対照表
Ⅰ流動資産 Ⅰ流動負債
商 品 （ ）
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応⽤〜下記の⾦額や数量はどうやって算定しますか？
＜仕訳例2-3・2-4＞P46

下記の商品売買取引について、⑴三分法の場合で会計帳簿に記帳し、財務諸表
を作成しなさい。

【期中の取引】（全て現⾦取引とする）
①前期繰越商品30,000（原価＠5,000円 数量６個）
② 仕⼊⾼100,000 （原価＠5,000円 数量20個）
③ 売上⾼120,000 （売価＠7,500円 数量16個）

【期末の決算整理事項】
④ 期末商品棚卸⾼？円（原価＠？円 数量？個〜各⾃計算してください）
⑤ 棚卸減耗損（実地数量９個）
⑥ 商品評価損？円（正味売却価額は市場調査により＠4,800円と算定）
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ここの⾦額と数量は？



 

仕 訳 帳 
1 

 
 

日付 摘要 元丁 借方 貸方 

  （借方） （貸方）    

  現金     

   資本金    

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

ビジネスゲーム M-Cass 損益計算書編 Trial 版 

                                 ３ 
日付 摘要 仕丁 借方 日付 摘要 仕丁 貸方 

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        

 
 

ビジネスゲーム M-Cass 損益計算書編 Trial 版 

                                 ３ 
日付 摘要 仕丁 借方 日付 摘要 仕丁 貸方 
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日付 摘要 仕丁 借方 日付 摘要 仕丁 貸方 

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        

 
 

総勘定元帳⽇付：
学習論点：
ページ：
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商   品   有   高   帳 
商品名：ノートパソコン（先入先出法） 

 
 

摘要 
受 入 払 出 残 高 

単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 

商   品   有   高   帳 
商品名：ノートパソコン（先入先出法） 

 
 

摘要 
受 入 払 出 残 高 

単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 
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貸借対照表

Ⅰ 流動資産 Ⅰ流動負債

Ⅱ 固定資産 Ⅱ 固定負債

有形固定資産

純資産の部

株主資本

無形固定資産 資本金

利益剰余金

投資その他の資産 評価換算差額等
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損益計算書（一部） 単位：千円

Ⅰ売 上 高 （      ）

Ⅱ売 上 原 価

１．期首商品棚卸高 （    ）

２．当期商品仕入高 （  ）

計 （  ）

３．期末商品棚卸高 （  ）

差 引 （  ）

４．（ ） （  ）

５．（ ） （  ） （ ）

売上総利益 （    ）

Ⅲ販売費及び一般管理費

１．（ ） （  ）

 

 
 

 

 
 

 

 

流動・固定 

分 類 

Y e s 

流動項目 

流動項目 

N o 

正 常 営 業 
循環過程内

かどうか？ 

１年超 

１年以内 

固定項目 

【B/Sの流動・固定の分類基準について】

貸借対照表の各項目を流動・固定に分類する基

準には、⑴正常営業循環基準（Normal Operating 

Cycle）と⑵１年基準(One Year Rule)という２つの考

え方がある。

「企業会計原則」では、まず正常営業循環基準により流動資産または

流動負債とする項目を抜き出し、次に１年基準を適用して流動項目と

固定項目に区分している。

＜２つの基準の適用方法＞



４．決算整理仕訳について検討しよう①（P44）

決算整理
仕訳の種類 決算整理仕訳の理由 回 答

第１
期間配分系

なぜ、三分法では決算整理仕訳が
必要なのでしょうか？

どうして、売上原価対⽴法では、決
算整理仕訳は不要なのでしょうか？

第２
期末評価系

なぜ、売れる前の段階で
値下がりの在庫から損失を計上しな
ければいけないのでしょうか？

【ディスカッション】
下記の決算整理仕訳における理屈について検討してください。
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上記２．について、いったい「誰が決めて」いるのでしょうか？



【会計公準】
①企業実体②継続企業③貨幣評価

【会計観】
①資産負債アプローチ（BS中⼼観）
②収益費⽤アプローチ（PL中⼼観）

【財務会計概念フレームワーク】
財務報告の⽬的や概念など

【企業会計基準】
企業会計原則
⾦融商品に係る会計基準など

【実務対応指針など】
各種実務対応指針（具体的仕訳）
会社法計算書類規則など

上位概念

下位概念

会計基準の設定主体

国際会計基準審議会（IASB)
（IFRS：国際財務報告基準）

企業会計基準委員会（ASBJ）
（JGAAP：⽇本企業会計基準）

⽶国財務会計基準審議会（FASB）
（USGAAP：⽶国企業会計基準）

従来型：②収益費⽤アプローチ

企業会計原則による収益認識基準

新型：①資産負債アプローチ

収益認識に関する会計基準

コンバージェンス
（収斂）

「財務会計の」世界がどうなっているのかを知ろう！

簿記の仕訳 減損会計に係る会計基準企業会計原則による減価償却規定
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「会企業計基準」について読んでみよう！



＜会計基準の読み⽅＞

会計基準本⽂
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会計基準本⽂

結論の背景
（会計基準の論拠）



結論の背景（会計基準の論拠）
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【ディスカッション】
棚卸資産の評価に関する会計基準が、売れる前の段階で値下がりの在庫
から損失を計上することを求めている理由（論拠）を「結論の背景」か
ら読み取り、下記にまとめてください。

【実務で使える知識にするために、話し合って、⾃分なりに下記にまとめてください）
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どういうこと？
商品＝資産

じゃあ、資産ってなんなの？

財務会計の憲法
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7 

解 答                              

① 取得原価 ② 正味売却価額 ③ 当期の費用 ④ 再調達原価 ⑤ 保有損益 

⑥ 忠実に表現 ⑦ 回収可能 ⑧ 収益性 ⑨ 投資額の回収 ⑩ 帳簿価額 

解 説  

  税理士試験簿記論・財務諸表論の頻出論12個中の1個目で、「期末棚卸資産の評価」に関する論点である。 

 今回は「計算問題」の裏にある会計理論について問ういている。簿記論・財務諸表論を突破するには計算手続きだ 

 けでなく、その裏にある会計理論（考え方や会計基準の規定内容）をセットで学習することが効果的である。問題 

 １および２をとおして、そのことを意識して学習してほしい。 

１．払出単価の計算方法について「後入先出法」が廃止された理由 

  後入先出法について、問題点をまとめると次のようなことが挙げられる。 

 視点１：貸借対照表価額と時価水準 

     棚卸資産が過去に購入した時からの価格変動を反映しない金額で貸借対照表に計上されるが、これでは貸 

     借対照表価額が最近の再調達原価の水準と大幅に乖離してしまう可能性があるとことになる。 

 視点２：保有利益の計上 

     たとえ実際の物の流れが後入先出法的であっても、棚卸資産の期末の数量が期首の数量を下回る場合には 

     累積した保有損益がまとめて計上されてしまうことになる。 

 視点３：表現の忠実性 

     実際の物の流れは後入先出法でないにもかかわらず後入先出法を採ることは、棚卸資産の実際の流れを忠 

     実に表現しているとはいえないことになる。 

２．期末の棚卸資産の評価について『棚卸資産の評価に関する会計基準』の考え方 

  取り扱い：取得原価をもって貸借対照表価額とし、期末における正味売却価額が取得原価よりも下落している場 

       合には、当該正味売却価額をもって貸借対照表価額とする。この場合において、取得原価と当該正味 

       売却価額との差額は当期の費用として処理する。 

  論 拠：取得原価基準の本質を、投下資本のうち回収可能な原価だけを繰り越すという考え方と捉え、収益性が 

      低下し、投資額の回収が見込めなく場合は、投下資本のうち回収可能な原価だけを繰り越し、回収不能 

      な損失を将来に繰り延べないために、帳簿価額を正味売却価額まで切り下げる処理を行う。 

■■ 自分自身が税理士になったとして、期末棚卸資産の評価の会計処理について説明してみよう！■■ 

説明ポイント１：払出単価の計算方法に後入先出法が認められていないのはなぜ？ 

説明ポイント２：下記をもとに、簡単な計算例を作って会計処理をその論拠とともに説明してみよう。 

期末帳簿棚卸高   個×   円＝    円  実施棚卸数量   個  正味売却価額    円 

決算整理仕訳： （借方）               （貸方） 

表示方法：損益計算書の表示区分・方法         貸借対照表の表示区分・方法 

説明ポイント３：期末棚卸資産の評価についてポイントを３つほど挙げてみよう。 

解説ポイント４：この論点の会計処理について「要はどういうことか」一言で簡潔に説明してみよう。  

上記のまとめ（参考）

21



５．返品・割戻しの仕訳を書き出してみよう(P38〜41  ）

会計処理⽅法
三分法の仕訳 売上原価対⽴法の仕訳

借⽅ 貸⽅ 借⽅ 貸⽅

２.期中仕訳
⑴仕⼊れたとき
⑵販売したとき
⑶品違いのため

返品
２つの処理⽅法
で仕訳が異なる
理由は何か？

＜仕訳例の⾦額＞
原価70円、売価100円の商品が品違いのため返品された（掛取引）
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実際の検定試験で「商品売買」「期末商品の評価」
について問題で確認してみよう！

確認してほしいこと

第１：出題の頻度はどのく
らいか？

第２：問題の難易度はどの
くらいか？

第３：解き⽅のポイントは
何か？
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